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ツイ ッ タ ー 上 で 突発 的 に 発生 し た ヒュ ンマ サマ フェ ス 合 わせ 。 突貫 
工事 の よう に 作成 。 夏 っ ぽ さ は ・・・ あ る の か ? 

「 あ る べき 未来 に 進 び むために 」 の 「 7 」novel15406332「 8 」 
novel/15621709 を 前 提 に し 、 さ ら に 、「 村 の くら し 」 novel15411188 
に も つなが る 話 で は あり ます が 、 こ れ の み で も 読め る よう に は し て 
あり ます 。 ラ スト ダン ジョ ン 突 入 前 の 場面 、 ま た 、 最 終 回 か ら 数 年 
後 の 場面 あり 。 

表 移 は 、 霞 雪 さ ん user/34030603 に お 借り し まし た 。 ま さ に 、 ネ イル 村 
の 星空 の よう で 素敵 で す 。 


2021 年 の ベル セ ウ ス 座 流星 群 は 、 極 大 前 に 少し だ け 見 られ まし た 。 
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流星 群 


まだ 、 ヒ ュ ン ケル が アバ ン と 旅 を し て いた と きのこ と だ っ た 。 

その 納 彼 ら が 滞在 し て いた ネイ ル 村 で 、 ア バン が 、 流星 を 見 よう 
と 声 を か け 、 深 夜 に 、 村 の 広場 に 子ども た ち を 集め た こと が あっ 
た 。 

その 夜 、 村 の 子ども た ちと 、 ア バン の 呼び か け に 関心 を 持っ た 数 
名 の 大 人 た ち が 広 場 に 集まり 、 思 い 思 い に 地 面 の 上 に 寝ころん だ 。 

その 日 は 夏 の 盛り の 夜 で 、 昼 間 の うつ だ る よう な 緒 さ は な り を 潜 
め 、 心 地 よ い 風 が 広場 を 吹き 抜け て いた 。 

まだ 8 歳 の ヒュ ン ケ ル は 、 村 の 子ども た ち に 混じっ て 、 広 場 で ご 
ろり と 寝ころん で いた 。 

この 日 は 、 雲 も な く 、 月 の 月 点 も 低かっ た た め 、 星 の 明か り が よ 
く 見 えた 。 

南西 の 空 に は 、 星 居 を ちり ば め た よう な ミル キー ウェ イ が 、 天 の 
頂 に 向かっ て 広がっ て お り 、 そ の 両 脇 に は 、 ひ と きわ 強く 輝く 一 等 
星 が い くつ も 見 て 取れ た 。 

北 の 空 に は 、 旅 人 に は 欠か せな い 、 標 を 示す ポー ルス ター。 

夜空 の 観察 を 妨げ る 明か り も な い ネ イル 村 か ら 眺 め る 夜 室 は 、 そ 
れ 自 体 が 宝箱 の よう な 、 満天 の 星空 で あっ た 。 

吸い 込ま れ そ うな 夜空 を 眺め な が ら 、 ヒ ュ ン ケル は 、 亡 き 父 を 
思っ た 。 

まだ 彼 が 地底 魔 城 に あっ た 頃 、 ヒ ュ ン ケル は 、 父 バル トス と と も 
に 、 人 夜空 を 見 に 行っ た こと が あっ た 。 

地底 魔 城 は 、 そ の 名 の と お り 、 地 下 に 作ら れ た 城 で は あっ た が 、 
闘技 場 や 開 兵 広場 な ど 、 空 が 見 える と ころ は 複数 あっ た 。 ヒ ュ ン ケ 
ル は 、 バ ルト ス に 連れ られ て 、 そ こ か ら 空 を 見 た こと は 何 度 も あっ 
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た だ 、 や は り 昼 間 よ り も 夜 の 方 が 目立た な か っ た た め 、 ヒ ュ ン ケ 
ル は 、 青 記 より も 、 星空 を 見 に 行く こと の 方 が 多かっ た 。 

父 と 見 上 げた 夜空 に 輝 く 星 々 。 
父 が 読ん で くれ た 絆 本 も 、 星 の 絵 だ つの た だ 。 


そし て 、 ヒ ュ ン ケル が 父 に 贈っ た 星 の ベ ンダ ント 。 

彼 に と っ て 、 星 の 思い 出 は 、 バ ルト ス と 強く 結び つい て いた 。 
以前 は 、 夜 空 が 好き だ っ た の か も し れ な い 。 だ か ら よ く 、 父 は 彼 
に 星 を 見 せ て くれ た の だ ろう 。 

だ が 、 今 と な っ て は 、 ヒ ュ ン ケル に と っ て は 、 そ の 思い 出 た ち 
は 、 慈 し み で 彩 ら れ て いた 。 

夜空 の 何 を 見 て も 、 父 を 思い 出す 。 

吸い 込ま れ そ うな 漆黒 の 聞 に 浮か ぶ 星 々 の 中 に 、 人 亡き 父 の 姿 を 見 
た よう な 気 が し て 、 ヒ ュ ン ケル は 泣き た く な っ た 。 

そう し て いる うち に 、 す っ と 、 星 が 流れ た 。 

流星 だ 。 

それ は まる で 、 彼 の 代わ り に 天 が 流 し た 涙 の よう で あっ た 。 
ひと つ 星 が 流れ る と 、 子 ども た ちの 間 か ら 歓 声 が 上 が っ た 。 
そし て 、 ま た 少し する と 、 も う ひ と つ 、 す っ と 星 が 流 れ た 。 

「 し ゅ ご ー い 1 ! 」 

彼 の 隣 で 寝 っ 転がっ て いた 、 ま だ 3 歳 の マ ア ァ アム が 、 声 を 上 げた 。 
ふと 見 る と 、 彼 女 の 目 は 、 星 々 に 負け な くら い 、 き らき ら と 期待 
に 輝き 、 そ の 声 も 喜 色 に 満ち て いた 。 

また 、 す っ と 、 空 を 掃 く よう に 星 が 落 ち た 。 

マ ア ァ アム は さら に 歓声 を 上 げ 、 興 礁 し た 様子 で 立ち 上 が っ た 。 
両手 を 天 に 向け て 掲げ 、 き ゃ あき ゃ あと 嬉し そう に 声 を 上 げ て 喜 
ん で いた 。 

ヒュ ン ケ ル は 苦笑 し た 。 

「 マ アァ アム 、 ほ ら 、 寝 っ 転がっ て お けっ て 、 先 生 が 吉 っ て た だ る ろ 
つ 。 』 

ヒュ ン ケ ル は 、 マ ァ ム の 手 を 引い た 。 

「 は ー い 。 」 

マ ァ ム は 、 自 分 の 手 を 引い た ヒュ ン ケ ル を 見 下ろ す と 、 素 下 に 、 
地面 に ご ろり と 寝ころん だ 。 

空 を 見 上 げた マ ァ ム の 目 に 、 ま た 流星 が 映っ た 。 

時 間 を 追う ご と に 流星 の 数 は 増え て いき 、 す つっ っ と 、 西 に 落ち 
た か と 思え ば 、 東 に 落ち る 。 マ ァ ム は 、 そ の た びに 流星 を 目 で 追 
い 、 感 嘆 の 声 を 上 げ て いた 。 


「 し ゅ ご ー い 、 き れい! 」 

まだ 舌 足ら ず の 口 で 、 何 度 も 歓声 た 上げ る マ ァ ム を 、 ヒ ュ ン ケル 
は 、 苦 笑 し な が ら も 微笑 まし く 思 い 、 穏 や か な 眼差し で 見 つめ て い 
た 。 

そう し て いる と 、 ヒ ュ ン ケル の 隣 に 、 誰 か が 腰 を 下ろ し た 。 ヒュ 
ン ケ ル は 見 上 げた 。 アバ ン だ 。 
アバ ン は 大 地 に 座っ た まま 、 空 を 見 上 げ て いた 。 彼 は 、 そ の 両 腕 の 
中 に 、 オ レン ジ 色 の アン デッド モン スタ ー、 ゴ ー ス ト を 抱き か か え 
て いた 。 1 年 ほど 前 か ら の 、 彼 ら の 旅 の 同伴 者 だ っ た 。 

アバ ン は 、 い つも どおり の 穏やか な 声色 で 、 ヒ ュ ン ケル に 声 を か 
けた 。 

「 見 えま すか ? きま れい です よね 。 」 

「 え え 2 Pco 、 由 

ヒュ ン ケ ル は 、 愛 想 も な く 、 曖 昧 に 返事 を し た 。 

だ が 、 ア バン は 、 そ れ を 気 に も せ ず に 、 空 を 見 上 げた まま 、 い つ 
も と 同じ よう に ヒュ ン ケ ル に 語り 掛け た 。 

「 星 が た くさ ん 流れ て いる で し ょ う ? 一 晩 で こん な に 流星 が 見 られ 
る 日 は 、 1 年 の 間 で も そう 多く は あり ませ ん 。 

流星 群 っ て 吉 つ ん で す よ 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 そ の 説明 に は 吉 葉 を 返さ な か っ た 。 

し ば らく 、 沈 黙 が 続い た 。 

た だ 、 ア バン に 聞い て みた い 疑 問 が あっ た よう で 、 や が て 、 ヒ ュ 
ン ケ ル は 、 お ず お ず と アバ ン に 尋ね た 。 

「・・・ 先 生 。 」 

「 何で すか 、 ヒ ュ ン ケル 。 」 

「 先生 は 、 こ の 日 に 、 そ の 流星 群 が あ る っ て 、 わ か っ て いた ん で す 
か ?」 

「 いい 質問 で すね 。 グ ッ ド で す よ 。 」 

「 奈 化 さ な い で くだ さい 。 」 

「 茶化し て いま せん 。 ち ゃ ん と 答え ます よ 。 

私 も 、 流 星 群 の 起き る 日 は わか り ま せん 。 専門 的 な 学者 な ら 、 計 
算 で 出せ る みた いで すけ ど ね 。 」 

その 吉 葉 に 、 ヒ ュ ン ケル が 驚い た よう に 声 を 上 げた 。 


「 計算 で ?」 

アバ ン は 、 穏 や か な 声色 の まま 少年 に 答え た 。 

Mk 

面 提 いで す よ ね 。 紙 の 上 の 数 字 と 数 式 で 、 天 の 動き が わか る ん で 
す よ 。 し か も 、 こ れ か ら 先 の 星 の 動 きま で わか る ん だ そう で す 。 何 
も 知ら な い 我 々 か ら 見 た ら 、 そ れ は も う 、 神 の 所 業 で す よ ね 。 」 

そう 吉 っ て 、 ア バン は 穏やか に 微笑 ん だ 。 彼 の 知 的 好奇 心 は 深 
い 。 そ し て 、 競 子 で ある ヒュ ン ケ ル が 同じ よう な 好奇 心 を 抱く こと 
を 喜ん で いる よう で あっ た 。 

アバ パン は 、 吾 葉 を つづ けた 。 

「 夏 の 盛り に 、 流 星 群 が 起 きる と いつ こと は 、 書 物 で 読ん だ こと が 
あり まし た 。 実際 に 、 何 年 か 前 の 夏 の 夜 に 、 流 星 群 を 見 た こと も あ 
けり まし た ね 。 

た また ま 昨 日 の 夜 、 私 が 夜中 に 起き た と き に 2 空 を 見 た ら 、 星 が 流 
れ た ん で す よ 。 そ れ で 、 流星 群 の こと を 思い 出し まし て ね 。 人 急い 
で 、 ロ モス の 図書 館 ま で 行っ て 調べ て きま し た 。 そ うし た ら 、 今 晩 
も 見 られ そう だ っ て わか っ た ん で す 。 

どう せな ら 、 あ な た た ち に 見 せ て あげ た いと 思い まし て 
し 2000 の 守 

そう 吉 っ て 、 ア バン は 、 座 っ た まま 、 東 の 空 を 指さし た 。 

「 こ の 流星 群 は 、 全 天 か ら 降 っ て くる よう に 見 えま す が 、 書 物 に よ 
る と 、 あ ちら の 東 の 方 角 か ら 流れ て くる そう で す 。 そ の 流星 群 の 源 
に は 、 006 5 人 」 

「 戦士 の 星 ・・・。」』 

「 伝 謗 の 勇 池 な 戦士 の 物語 カ 、 そ の 星 に は ある そう で す よ 。 」 

アバ ン は 、 時 口 を 閉ざし た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 東 の 空 に 視線 を 定め た 。 

西 か ら 続 く ミ ルキ ー ウェ イ が 、 東 の 空 “= まで 帯 に よう に 広がっ て い 
た 。 

その 東 の 空 の 低い 位置 に 、 明 る く 輝 く 二 等 星 が い くつ か 見 える 。 
あれ が 戦士 の 星 な の だ ろ つ か 。 

戦士 、 と いう 詩 葉 は 、 否 応 な く 、 ヒ ュ ン ケル に 父 を 思い 出さ せ 
た 。 よ り い っ そう 、 亡 き 父 を 思う 。 そ し て 、 い まこ こ に 彼 が いな い 


こと を 強く 思い 知ら され 、 寂 密 の 念 が 沸き 起こ る 

ヒュ ン ケ ル の 意識 が 想い 出 に 沈み か けた と き 、 また 隣 で 歓声 が 上 
が っ た 。 次 々 と 流れ る 星 を 見 て 、 マ ァ ム が 立ち 上 が っ て 両手 を 天 に 
伸ばし 、 大 きく その 手 を 振っ て いた 。 じ っ と し て いる こと が で き な 
く な っ た よう で 、 マ ァ ム は 、 そ の 場 で 何 度 も 飛び 跳ね て いた 。 
| し ゅ ご いね っ 、 に い に 『! 」 

マ ァ ム は 、 興 奮 し た 様子 で 、 ヒ ュ ン ケル を 見 下ろ し 、 彼 に 呼び か 
けた 。 

3 歳 の マ ア ム に は 、 ヒ ュ ン ケル の 名 前 は 発音 で き な い 。 だ か ら 、 
年 上 の 彼 の こと を 「 に い に 」 と 呼ぶ 。 始め は くす ぐっ た か っ た が 、 
ネイ ル 村 に 滞在 し て 1 か 月 以上 が 経っ た 今 で は 、 ヒ ュ ン ケル も その 
呼ば れ 方 に 慣れ て いた 。 

マ ァ ム の 様子 に 、 ア バン が 苦笑 し て 声 を か けた 。 

「 マ アム 、 暗 いか ら 、 飛 び 跳 ね る と 危な いれ で す よ 。 」 

「 ほ ー ら 、 吉 われ た だ ろ 。 せ め て 座っ て ろ っ て 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 上 半身 を 起こ す と 、 ま た 、 マ ァ ム の 腕 を 引っ 上 張っ 
て 、 座 ら せ よ うと し た 。 

する と 、 ア バン は 、 今度 は ヒュ ン ケ ル に 声 を か けた 。 

「 ま ぁ 、 小 さい 子 に じっと し て いろ っ て 吉 う の は 無理 で すか ら 
ね ・ ・・。 

ヒュ ン ケ ル 、 あ な た 、 マ ァ ム を だ っ こし て て くれ ませ ん か ? 」 
「 俺 が で すか ? 」 

「 ほら 、 こ ん な ふつ うに 。 」 

アバ ン は 、 自 分 が 抱き か か えて いる ゴー スト の バケ ル を ヒュ ン ケ 
ル に 示し た 。 い つも は いた ずら ば か り けり し て いる バケ ル が 、 こ の 日 
は 、 ア バン の 腕 の 中 に すっ ぽ ぱり と 納まっ て くつ ろ い で いた 。 大 き な 
口 を 開け て 、 あ く び ま で し て いる 。 

アバ ン は 、 ヒ ュ ン ケル の 許可 を 得る 前 に 、 マ ァ ム に 呼び か けた 。 
「 マ アァ ム 、 危 な いか ら 、 ヒ ュ ン ケル の 膝 に 乗っ て て くだ さい ね 。 」 
民 一 も も 、 

幼い! マ ア ァ アム は 、 そ つう 吉 っ つと 、 遠 慮 な く 、 ヒ ュ ン ケル の 膝 に 乗っ て 
きた 。 仕 方 な く 、 ヒ ュ ン ケル は マ ァ ム を 抱き か か えた 。 

背後 か ら ヒ ュ ン ケル に 抱き か か えら れ た マ ァ ム は 、 精 いっ ぱい 顔 


を 上 に 向け 、 空 を 見 上 げた 。 満天 の 星空 か ら 、 ま る で 、 抱 えき れ な 
い 宝 石 が こぼれ て きた よう に 、 星 が 落ち て くる 。 

「 しゅ ご いっ ! きれ 一 い !\ ! 」 

マ ア ァ ム が 素直 に 喜ん で いる 。 

抱き か か えた 小さ な 体 は 、 柔 ら か く て 温か か っ た 。 

マ ア ァ ム は 、 振 り 返 る と 、 ヒ ュ ン ケル を 見 上 げ て 微笑 ん だ 。 

「 き れい ね 、 に い に 。 」 

2 を うつ 太 が YY コ 

ヒュ ン ケ ル の 口 か ら 、 自 然 と 、 そ ん な 吉 葉 が こぼれ た 。 

空 か ら 流れ る 星 の 数 は 、 い よい よそ の 勢い を 増し て きた 。 子 ども 
た ち だ け で な く 、 空 を 見 上 げた 大 人 た ちの 間 か ら も 感嘆 の 声 が 漏れ 
て いた 。 

だ が 、 空 を 見 上 げ て いる うち に 、 幼 い 子 ども た ち は 、 だ ん だ ん 疲 
れ て きた よう だ っ た 。 

ヒュ ン ケ ル が 抱き か か えて いた マ ァ ム の 体 が 、 次 第 に 温か さ を 増 
し 、 重く な っ て きた 。 

ふと 、 腕 の 中 を 見 る と 、 マ ァ ム が 何 度 も まばたき を し て いた 。 目 
3 どこ も 見 て いな いよ うな 様子 で 、 じ っ と し て い 

。 様子 を 見 て いる と 、 そ の うち 、 大 き な あ く び を ひと つ 、 し た 。 

寝 ち ゃ いま し た ね 。 」 

ヒュ ン ケ ル の 隣 で 、 ア バン が 柔らか な 視線 を マ ァ ム に 向け て い 
た 。 

マ ァ アム は 、 ヒ ュ ン ケル に 抱き か か えら れ た まま 、 彼 の 腕 の 中 で 寝 
息 を 立て て いた 。 そ の 重み が 、 温 か さ が 、 強 く 彼 の 記憶 に 刻ま れ 
る 。 

骨 と 石 と 涙 に 彩 ら れ た 夜空 の 記憶 に 、 ほ ん の 少し 、 異 な る 色 が 加 
わっ た 。 


大 魔王 と の 再戦 を 明日 に 控え 、 マ ァ ム は 、 砦 内 に 所 えら れ た 自室 
の ベッ ド で 体 を 横 た え て いた 。 

明日 の 作戦 は 過酷 だ 。 

まず 、 処 刑場 で 、 ヒ ュ ン ケル と クロ コ ダ イ ン 、 二 人 を 救出 し 、 
ヒュ ン ケ ル を 加え た 上 で 、 大 破邪 呪文 を 完成 させ な けれ ば な ら な 


。 そ し て 、 大 魔王 の 宮殿 に 乗り 込み 、 大 魔王 を 倒す 。 当然 、 敵 幹 

二 ら 人 

これ まで 彼女 が 立ち 向かっ て きた 中 で も 、 最 も 過酷 で 、 か つ 、 勝 
算 の 低い 戦い が 予想 され た 。 

だ が 、 マ アァ ム の 心 を 占め て いる の は 、 明 日 の 作戦 へ の 不安 で は な 
か っ た 。 

英 に 捕らわれ た まま の 兄弟 子 と 獣 王 。 

彼ら は 無事 な の か 。 

処刑 は 明日 な の だ か ら 、 命 は ある の だ ろう つう 。 だ が 、 捕 膚 で ある 彼 
ら が 、 ま し て や 、 魔 王 軍 か ら 見 れ ば 裏切り 者 で ある 彼ら が 、 敵 軍 の 
中 で 、 適 切な 待遇 を 受け て いる と は 思え な か っ た 。 

そし て 、 さ ら に 彼女 の 心 を 乱 し て いる の は 、 風 の 賢者 エイ ミ の 突 
然 の 告白 だ っ た 。 

エイ ミ が ヒュ ン ケ ル を 愛し て いる 。 男 性 と し て 。 

考え た こと も な いこ と を 突然 、 打 ち 明 けら れ 、 マ アァ ム の 心 は 千 々 
に 乱れ た 。 

動揺 し た 彼女 は 、 舘 頼 で きる お と うと 子 に 相談 し た が 、 け ん も 
ほろ ろ に あし ら わ れ 、 自 分 で 自分 の 心 の 乱れ に 向き 合う し か な か っ 
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どう し て こん な に 気 に な る の だ ろ っ つ 。 

ヒュ ン ケ ル を 愛し て いる 人 が いる と いつ の は 、 む し ろ る 喜ば し いこ 
と の は ず だ 。 人 間 社 会 を 敵 に 回 し た 彼 を 理解 し 、 受 け 入 れ て くれ る 
人 が 現れ た と いう つこ と な の だ か ら 。 

し か し 、 マ ァ ム に は 、 そ う は 考え られ な か っ た 。 

自分 が 何 に 動揺 し て いる の か も わか ら ず 、 マ ァ ム は 、 ベ ッ ド の 上 
で 、 ま ん じ り と も で きず に 寝 返り を 打っ た 。 

ふと 、 ベ ッ ド か ら 天 窓 の 外 の 識 が 見 えた 。 こ の 砦 に は 、 ガ ラス 窓 
が 使わ れ て いた 。 

厚い ガラ ス を 通し て 見 えた の は 、 雲 も な く 、 浴 み 渡っ た 漆黒 の 空 
だ っ た 。 そ の 墨 の よう な 夜空 に 、 金 に 輝く 星々 が きら めい て いる 。 

マ ア ァ アム は 、 そ の 光 に 魅 か れる よう に 、 砦 の 外 へ と 歩み 出 た 。 


岩 の 外 は 、 森 に 囲ま れ て お り 、 人 工 的 な 明か り は 何 も な か っ た 。 


その 分 、 空 の 輝 き が よく 見 え 、 ま る で 手 が 届 きそう な と ころ まで 星 
た ち が 下 り て き て いる よう で あっ た 。 

マ ァ ム は 、 ま っ すぐ に 夜空 の 星々 を 見 上 げ な が ら 、 自 問 し た 。 捕 
ら わ れ の 兄弟 子 を 思 つ 。 
一 私 は 、 彼 に 何 を 望ん で いる の だ ろう ・・・。 

マ ア ァ アム は 、 ヒ ュ ン ケル と 出会っ て か ら の 出来 事 を 順に 思い 返し 
た 。 

初め て 会 っ た ころ の 彼 は 、 敵 で 、 や り 場 の な い 怒 り と 憎しみ を た 
ぎら せ た 目 を し て いた 。 し か し 、 そ れ に も か か わら ず 、 彼 は どこ か 
引 し げ で 、 寂 し げ で 、 マ ァ ム は 彼 に 寄り 添い た いと 思っ た の だ 。 
それ が 始ま り だ っ た 。 

その 後 、 一 緒 に 戦う よう に な り 、 彼 は 常に 最前 列 で 、 最 も 強敵 を 
引き 受け 、 自 ら の 体 を 盾 に し て 仲間 た ち を 助け て 戦っ て いた 。 体 を 
張っ て か ば っ て も ら っ た こと も 何 度 も ある 。 

アバ ン の 使徒 の 長兄 と 呼ば れる よう に な けり 、 周 囲 か ら も 舘 頼 さ 
れ 、 頼 られ る よう に な っ た けれ ども 、 彼 は いつ も 、 ど こ か 寂し 気 
で 、 他 の 仲間 か ら 一 線 を 引い て いる よう に 見 えた 。 

大 の 星 は 、 マ ァ ム に 問い か ける 。 

お 前 は 何 を 望む の か 、 と 。 

マ ァ ム は 己 の 内 に 問い か ける 。 

自分 は 何 を 望ん で いる の か 、 と 。 
ずっ と 思っ て いた 。 

彼 の 圧 し み が 、 少 し で も 癒さ れる の な ら 、 力 に な り た い 、 側 に い 
た し !。 

会 っ た 頃 に 抱い た その 気持 ち は 変 わっ て いな か っ た 。 
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マ ァ ム は 気付 いた 。 

彼 に 知っ て ほし い の だ 。 

この 世界 を 満た す も の は 、 甘 し みや 憎しみ ば か り で は な い )。 

この 世界 に は 、 も っ と 、 光 や 善意 、 愛 が た くさ ん あっ て 、 そ れ は 
貴方 に も 向け られ て いる も の な の だ と 。 

だ か ら 、 彼 女 が 彼 に 望む こと は 、 ひ と つ し か な か っ た 。 

マ ァ ム は 、 天 上 の 星 た ち に 答え た 。 


「 彼 に 、 生 き て ほし い の 。 

で ぞ し で て 、 も っ と 、 知 っ で ほし LU1 の 。 

貴方 が 守っ て くれ た た くさ ん の も の が ある っ て 。 

貴方 に も 向け られ て いる 感謝 も 、 愛 情 も 、 た くさ ん ある ん だ っ 
寺 


だ か ら ・・・ 生 き て ほし い の 。 」 
マ ァ ム の つぶ や き に 、 裕 で 何 か が 輝い た 。 
「 あ つ ・・・。 」 


マ ァ ム は 、 小 さく 声 を 上 げた 。 

すっ と 、 空 を 掃 く よう に 、 星 が 一 つつ 流れ落ち た の を 見 た 。 
流星 だ どっ た 。 

それ は 、 ま る で 、 マ ァ ム の その 決意 を 支え る か の よう に 、 天 が 応 
えた 証 の よう で あっ た 。 

この 夜 、 流 れ 落 ち た 流星 の こと を 、 マ ァ ム は 、 後 年 に な る まで 
ずっ と 記憶 に と ど め て いた 。 


マ ァ ム は 、 夜 半 、 喉 の き を 覚え 、 目 を 覚まし た 。 

半分 空け た 窓 か ら は 、 夏 の 夜 風 が 寝室 に 入り 込み 、 彼 女 の ほ て っ 
た 体 を 冷まし て くれ て いる 。 

マ ァ ム は 、 視 線 を 巡ら せる と 、 ふ と 、 隣 に ある は ず の 影 が な いこ 
と に 気付 き 、 慌 て て 半身 を 起こ し た 。 

すでに 大 魔王 と の 決戦 か ら 、 数 年 。 だ が 、 ネ イル 村 で 共に 暮らす 
よう に な っ て 、 ま だ 数 か 月 。 し か し 、 眠 る と き 、 そ の ぬく も り が 隣 
に ある こと が 当たり 前 に な っ て いた 彼女 は 、 そ の 姿 が な いこ と に 、 
喜 い よう の な い 不 安 を 覚え た 。 

マ ァ ム は 、 ト 下着 姿 の まま 、 ベ ッ ド か ら 滑 けり 降り た 。 そ し て 、 そ の 
和 剥き 出し の 肩 に 夏 用 の ショ ー ル を 羽織 っ た 。 

マ ァ ム は 、 彼 の 姿 を 探し に 寝室 を 出 た 。 


マ ァ ム は 、 2 階 の 寝室 か ら 1 階 の ダイ ニン グ に 降り て きた が 、 そ 
こ に は 明か り も な く ひ っ そり と し て いた 。 

マ ァ ム は 、 キ ッ チ ン の 水がめ か ら 水 を 波 む と 、 コ ッ プ に 注ぎ 、 忠 
を 潤し た 。 波 み 置 き の 水 は 、 夏 の 暑 さ に ぬる く な っ て いた が 、 潟 き 


を 訴え て いた 体 に は それ で も 心地 よかっ た 。 

夏 は 、 水 も 日 持ち が し な いか ら 、 ま た 明日 、 井 戸 か らく み 上 げ な 
けれ ば な ら な いな と ぼん や けり と 思い な が ら 、 マ ァ ム は ダイ ニン グ の 
窓 を 見 た 。 

夏 は 、 家 の 中 に 熱 が こも りや すい 。 こ の 夜 も 、 換 気 の た め 、 ダ イ 
ニン グ の 窓 蓋 は 空い て いて 、 そ の 隙間 か ら 外 が 見 えた 。 

この 家 の ダ イニ ング の 外 に は 、 ウ ッ ド デッキ が 作ら れ て いた 。 そ 
し て 、 ダ イニ ング か ら 続 く ウ ッ ド デッキ に 、 人 影 が 見 えた 。 よ く 見 
る と 、 ダ イニ ング の 椅子 も ー つ 、 足 けり ない!。 

マ ア ム は 、 ほ っ と し た 。 

そし て 、 彼 女 は 、 そ っ と 、 ウ ッ ド デッキ に 続く 崖 を 開け 、 外 に 出 
た 。 


ウッ ド デ ッ キ に ダイ ニン グ の 椅子 を 出し 、 ヒ ュ ン ケル は 、 そ こ に 
要 を 下ろ し て 、 空 を 見 上 げ て いた 。 

夜 の ネイ ル 村 は 、 星 の 明か り の み で あり 、 そ の わずか な 光 が 、 彼 
の 銀髪 を 照ら し て いた 。 和 乏しい 光 の 中 、 ま る で 彼 の 姿 が 肖 闇 に 消え 
て いっ て し まい そう な は か な さ を 感 じ D、 マ ァ ム は 心 細 く な っ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 椅 子 の 上 に 浅く 腰掛 け 、 痛 も た れ に 身 を 預け 、 椅 
子 の 上 に 寝 そ べ る よう な 愉 好 の まま 、 ま っ すぐ に 天 に 顔 を 向け て い 
た 。 そ の 横顔 か ら は 真剣 な 暗 が つ うか が われ 、 寂 し そう な 、 切 な げ な 
色 を 帯び て いた 。 

まる で 、 初 め て 出会っ た 頃 の 彼 の よう な 、 庄 し み を 感じ させ る 表 
情 に 、 マ ァ ム は 声 も か けら れず 、 そ の 場 に 立ち 尽く し て いた 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 物 音 に 気付 きせ 、 マ ァ ム に 視線 を 向け た 。 そ し て 、 
そこ で 、 彼女 が 、 不 安 げ な 表情 を 浮か べ て 仔 ん で いる の に 気付 い 
大 
「 マ アム 。 」 

彼 が 呼び か ける と 、 マ ァ ム は 、 よ う や く 、 安 心 し た よう な 顔 を し 
た 。 ほ っ と 息 を 吐く 。 

「 姿 が 見 えな か っ た か ら 、 探 し ちゃ っ た 。 」 

マ ァ ム の 言葉 に 、 い つも どおり の 穏やか な 色 を 浮か べ 、 ヒ ュ ン ケ 
ル が 応え た 。 


「 すま な い 。 不安 に させ た な 。 』 
マ ア ァ ム は か ぶり を 振っ た 。 
「 つつ ん 、 そ ん な こと な いわ 。 
夏 の 夜 っ て 、 気 持ち いい わ ね 。 
何 を 見 て いる の ? 」 
する と 、 ヒ ュ ン ケル は 、 先 ほど と 同じ よう に その 面 を 天 に 向け 、 
ぼ つ り と 答え た 。 
「・・・ 空 を 見 て いた 。 」 


「 空 ?」 


「 あ あ 。 

こっ ち へ お いで 。 」 

そう し て 、 彼 は マ ァ ム に 呼び か けた 。 

マ ァ ム は 、 戸 惑 い な が ら も 彼 に 近づい た 。 

する と 、 ヒ ュ ン ケル は 、 マ ァ ム の 腕 を 取り 、 自 分 の 膝 の 上 に マ ァ 
ム を 座ら せ て 、 背 後 か ら 彼 女 の 身 体 を 把 き か か えた 。 

マ ア ァ ム は 戸惑っ た 。 彼女 の 類 が 、 朱 に 染まる 。 
「 ヒュ 、 ヒ ュ ン ケル ? 」 

だ が 、 彼 は 構わ ず 、 指 を 空 に 向け 、 マ ァ ム に 指し 示し た 。 
「 見 て ご らん 。」 

マ ァ ム は 、 ヒ ュ ン ケル の 指先 を 追っ た 。 す る と 、 そ こ に は 、 無 数 
の 星 が き ぎら めく 、 満天 の 星 室 が 広がっ て いた 。 人 遮る も の も な い 、 夜 

空 の 宝石 邊 だ っ た 。 

マ ア ァ アム は 、 ほ うと 息 を 吐い た 。 そう 吉 え ば 、 近 頃 は あま り 星 を 見 
て いな か っ た 気 が する 。 

マ ア 人 育 中 の ヒュ ン ケ ル に 語り 掛け た 。 
「 綺麗 ね ・・・ 星 を 見 て いた の ? 」 
「 あ あ ・ *o 。 」 

ヒュ ン ケル は つく よう に 答え た 。 

だ が 、 マ ァ ム は 、 夜 空 を 見 上 げ て いた 、 彼 の 寂し 気 な 横顔 が 気 に 
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する と 、 天 を 見 上 げ る マ ァ ム の 目 の 前 で 、 す っ と 星 が 空 を 横切っ 
誠 。 

マ ァ ム は 声 を 上 げた 。 


「 え ・ ・ 流 星 ? 」 

空 を 見 上 げ る マ ァ ム の 目 に 、 さ ら に 星 が 落 ち て くる 。 音 も な く 、 
瞬き する 間 に 消え て いく その 星 の 光 は 、 代 いも の で あっ た が 、 目 を 
引く 力 強 さ も あっ た 。 

西 か ら ー つ 、 星 が 流れ る 。 

する と 、 少 し 空い て 、 今度 は 南 に も 星 が 落 ちる 。 

次 々 と 流れ て くる 星 の 波 に 、 マ ァ ム は 、 感 嘆 の 声 を 上 げた 。 

「 す ご いわ ね 。 こ ん な に 一 度 に 星 が 降 る な ん て 、 私 、 見 た こと な 
が つた で ヾ て ・*。 

マ ァ ム の 背後 か ら 、 ヒ ュ ン ケル の 声 が 聞こ えた 。 

「 流星 群 と いつ らし い J。 

まだ 先生 と 旅 を し て いた 子ども の ころ に 、 一 度 だ け 、 見 た こと が 
あっ た 。 」 
ヒュ ン ケ ル は 、 か つて 、 こ の 地 で 、 幼 か っ た 彼女 と と も に この 光景 
を 見 た こと は 口 に し な か っ た 。 それは 、 細 すぎ た 彼女 に と っ て 、 記 
憶 の 外 の 出来 事 だ っ た か ら だ 。 

マ ア ァ ム は 、 素 下 に 感心 し た よう に 、 彼 に 問い か けた 。 

「 素敵 ね 。 これ を 見 て いた の ? 」 

「 ああ 。」 

だ が 、 や は けり 、 ヒ ュ ン ケル の 声 は 、 ど こ か 寂し さ を 帯 び て い た 。 

何 か が 思い 出 が ある の か も し れ な し いり 。 

マ ァ アム は 、 ヒ ュ ン ケル の 心 の 動き が 気 に は な っ た が 、 診 索 は し な 
か っ た 。 代 わり に 、 彼 に 寄り 添う よう に 、 マ ァ ム は 、 彼女 自身 の こ 
と を ea 
「 私 も ね 、 星 は 好き よ 。 な ん だ か 見 守っ て も ら っ て いる みた い 
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する と 、 ヒ ュ ン ケル は 、 お と うと 人 子 の こと を 口 に し た 。 

「 以前 、 ポ ッ プ が 吉 っ て いた な 。 夜空 を 見 て いた ら 死に つい て 考え 
て 怖く な っ た と 。 」 

その 話 は 、 マ ァ ム も 覚え て いた 。 い つ だ っ た か 、 彼 女 た ち の お と 
うと 弟子 が 、 そ ん な こと を 語っ て いた 。 

マ ァ ム は つ な ず いた 。 

「 そう だ っ た わ ね 。 


で も 、 私 は 、 父 さん が 亡くな っ て いる せい か な 。 夜空 が 死者 の 国 
と つなが っ て いる っ て 話 を 聞い た こと も あっ た けど 、 そ う 思 っ た 
ら 、 ま すま す 見 守っ て も ら っ て いる みた い に 感 じ た わ 。 」 

マ ア ァ アム は 、 人 夜空 を 見 上 げた まま 、 吉 葉 を つづ けた 。 彼女 の 視線 の 
先 で は 、 変 わら ず 、 星々 が 強く 瞬き 、 時 折 、 そ の 間 を 流星 が 通り 過 
ぎ て いっ て いた 。 

マ ァ アム は 、 さ さや く よ う に 語っ た 。 

「 前 ね 、 私 、 す ご く 迷 っ た こと が あっ た の 。 どう し て いい の か わか 
ら な く な っ て 、 空 を 見 上 げ て 考え た わ 。 そ の 日 も こん な 、 晴 れ た 夜 
空 で 、 満 天 の 星 空 だ っ た 。 」 

何 に 迷っ て いた の か 、 マ アァ ム は 語ら な か っ た 。 そ れ は 、 彼女 自身 
の 心 に 秘め た 、 彼 女 だ け の 大 切な 思い 出 だ っ た 。 

「 そ の と き に ね 、 迷 いな が ら 、 私 が こう し た いっ て 、 思 っ た と き 、 
すっ て 星 が 流 れ た の 。 今晩 みた い に た くさ ん の 流星 じゃ な く て 、 
た っ た 一 つ だ っ た けど 、 な ん だ か 私 の 決め た こと に 、 そ れ で いい ん 
だ よっ て 言っ て も ら っ た みた いで ・・・ 嬉 し か っ た わ 。 」 

マ ア ァ アム は 、 穏 や か な 声 で 、 ヒ ュ ン ケル に 語り 掛け た 。 

「 だ か ら ね 、 流 星 っ て 、 天 か ら の メッ セー ジ み た い だ な っ て 、 思 っ 
た の 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 感 心 し た よう に 声 を 上 げた 。 

「 そ うか ・・・。 そ ん な 考え 方 も ある ん だ な 。 」 

「 ヒュ ン ケ ル は 違う つの? 」 

する と 、 ど こ か が 寂 し 気 な 彼 の 声 が 聞こ えた 。 

「 俺 も 、 昔 は 星 が 好 きだ っ た の だ ろう つう な 。 」 

「 昔 ? 」 

ヒュ ン ゲ ル は 、 ほ つり 、。 ほ つり と 言葉 を つづ けた 。 

「 ま だ 地底 魔 城 で 、 父 と 暮らし て いた ころ 、 父 が 何 度 か 、 夜 空 を 見 
せ に 連れ 出し て くれ た こと が あっ た 。 」 

マ ァ ム は 、 そ の 詩 葉 に どき り と し た 。 

ヒュ ン ケ ル が 、 自 分 か ら バ ルト ス の こと を 語る こと は 少な い 。 だ 
が 、 彼 が 亡き 父 の こと を 口 に 出す と き に は 、 い つも 、 大 切な 思い 出 
や 、 重 要 な 思考 を そこ に 現 わ し て いた 。 

マ ア ァ アム は 、 聞 き 漏らす こと が な いよ うに 、 じ っ と 、 ヒ ュ ン ケル の 


吾 葉 に 耳 を 傾け た 。 

夏 の 夜空 の 下 、 ヒ ュ ン ケル の よく 通る 低い 声 が 響い た 。 

「 父 に は 、 星 空 を 見 せ て も ら っ た 。 

星 の 絵 本 を 読ん で も ら っ た こと も あっ た 。 

だ か ら な ん だ ろう な 。 俺 が 父 に 何 か 贈 ろう と 思っ た 時 に 、 星 の 首 
飾り を 作っ た の は 。 」 

か し そう な 、 し か し 、 も の 不 し 気 な 声色 だ っ た 。 

だ か ら 、 どう し て も 、 星 を 見 る と 父 を 思い 出す 。 

父 を 亡くし て か ら は 、 自 分 か ら 空 を 見 上 げ る こと も な か っ た 。 そ 
な 余裕 は な か っ た 。 
史 忘れ て し まっ て いた ん だ 
な ・ ss < 
マ ァ ム は 、 自分 の 胸元 に 回 され て いた ヒュ ン ケ ル の 腕 に 手 を 添え 
た 。 ほん の り @。 互い の 温か さ が 伝 わっ た 。 

その まま 、 し ば らく の 間 、 二 人 と も 何 も 吉 わな か っ た 。 

た だ 、 同 じ 夜 空 を 見 上 げ 、 天 か ら 降 る 星々 を 眺め て いた 。 

し ば らく の 沈黙 の 後 、 ヒ ュ ン ケル は 、 右 手 を 上 げ る と 、 東 の 空 
指 さ し た 。 

「 マ アァ アム 、 以 前 、 先 生 が 吉 っ て いた 。 

この 流星 群 は 、 あ の 東 に ある 、 戦 士 の 星 か ら 流 れ て くる の だ 
で 
「 戦士 の 星 ? 」 

「 ああ 。 東 の 低い 空 に 、 強 く 輝 く 星 が いく つか ある だ ろう ? あれ が 
戦士 の 星 だ そう だ 。 」 

で つう な の ・“・・。」 

マ ァ ム は 、「『 戦士 の 星 」 と いう 言葉 に 交 か れ た 。 亡くな っ た 彼女 
の 父 も 戦士 だ っ た か ら だ 。 そ ん な 星 が あ る の か と 思う と 、 ど こ か 、 
嬉し い 思い が し た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 ぼ つり と つぶ や いた 。 

「 以 前 、 メ ルル が 吉 っ て いた 。 ア ン デ ッ ド モン スタ ー で も 、 暗 黒 闘 
気 の 生 命 体 で も 、 意 思 が ある の で あれ ば 、 そ こ に は 魂 が ある の だ 
町 

マ ア ァ アム は 、 黒 髪 の 友 の 姿 を 思い 浮か べた 。 


静 議 な 眼差し を し た 彼女 の 口 か ら 紡 が れる 真 撃 な 吉 葉 は 、 こ の 世 
の 真実 を 語っ て いる よう に 感じ られ た も の だ 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 詩 葉 を つづ けた 。 

「 だ か ら 、 お 前 の 吉 う と お り 、 流星 が 天 か ら の メッ セー ジ な ら は ば 、 
戦士 で あっ た 俺 の 父 や 、 お 前 の 父 か ら の メッ セー ジ な の か も し れ な 
いな 。 」 

その 吉 葉 に 、 マ ァ ム は 胸 が 温か く な る の を 感じ た 。 

東 の 空 に 浮か ぶ 、 強 く 輝 く 力 強い 星 。 

その 光 が 、 人 亡き 父 の 面影 と 重なっ た 。 周囲 を 明る くす る 、 強 い 光 
を 持っ た 父 だ っ た か ら 。 

マ ァ ム は 、 思 い 出 の 中 の 父 の 姿 を 追い か け 、 自然 に 、 目 頭 ま で も 
が 熱く な る の を 感じ た 。 だ が 、 そ こ に は 、 寂 し さも 基 し さも な か っ 
た 。 た だ 、 温 か さだ けが あっ た 。 

マ ァ ム は つ な ず いた 。 


「・・・ つ うん 。 それなら 、 私 も すご く 嬉 し い ・・・。」 
2 
2 。 心配 を か け ま し た 。 も う 俺 は 大 丈夫 で す 。 」 


0N 自身 に 聞か せ て いる よう な 、 亡 き 父 に 呼び か け 

て いる よう な そん な つぶ や きだ っ た 。 マ アァ ム は 、 そ の 言葉 に 感じ 
入っ た 。 

そう し て 、 マ アァ ム は 、 ま た 裕 を 見 つめ た 。 人 亡き 父 に 想い を 馳せ 、 
ヒュ ン ケ ル の つぶ や き と 同 じ 吉 葉 を 、 彼 女 自身 の 父 陸 
心 の 中 で つぶ や いた 。 

その 間 も 、 マ ァ ム は ヒュ ン ケ ル に 背中 を 預け 、 抱 きか か えら れ た 
まま 、 そ の ぬく も り を 感じ て いた 。 

自分 を 抱き し め る 彼 の 腕 に 、 ほ ん の 少し 、 力 が こも っ た の を マ ア ァ 
ム は 感じ た 。 

マ ァ ム は 、 そ っ と 、 目線 を 背後 に 向け 、 ヒ ュ ン ケル の 表情 を つか 
が っ た 。 

視線 が 合 つ 。 

そし て 、 ど ちら か ら と も な く 、 二 人 は 大 を 重ね た 。 

温か いぬ くも り が お 互い に 流れ 込む 。 


天 か ら は 、 二 人 を 見 守る よう に 、 星 が 降り 注い で いた 。 


